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●
いけ

池の
なか

中でのミズカマキリの
せいかつ

生活 

 ミズカマキリは、
すいちゅう

水中でくらし、おしりから
で

出ている
こきゅうかん

呼吸管を
すいめん

水面につき
だ

出し、
く う き

空気を
す

吸

って
こきゅう

呼吸をしています。
にくしょくせい

肉食性で、
こざかな

小魚やこん
ちゅう

虫の
たいえき

体液を
す

吸っています。
たまご

卵は、
すいめん

水面に

ういた
しょくぶつ

植物に
う

産みつけ、
たまご

卵の
じょうほう

上方から
で

出ている２
ほん

本の
いと

糸が、
くうきちゅう

空気中に
で

出ているようにし

ています。
たまご

卵は、この
いと

糸で
こきゅう

呼吸するのです。
せいちゅう

成虫は、
あ

明かりに
と

飛んでいく
しゅうせい

習性がありま

す。 

●
か

飼うときは、
だい

台と
みず

水ごけを
よ う い

用意 

 ミズカマキリを
か

飼うときは、つかまって
やす

休める
みずくさ

水草を
う

植えます。そして、
すいめん

水面すれすれの
たか

高さがある、れんがなどの
だい

台を
い

入れ、その
うえ

上に
みず

水ごけをしきます。
みず

水ごけには、いつも、
みず

水

がしみているようにします。６～７
がつ

月ごろ、この
みず

水ごけの
うえ

上に
さんらん

産卵します。かえった
よう

幼
ちゅう

虫が
く

食われないよう、
たまご

卵は
べつ

別の
すい

水そうに
わ

分けます。
たまご

卵は２
しゅうかん

週間ぐらいでかえり、６
かい

回だっ
ぴ

皮し

て、２か
げつ

月で
はね

羽のある
せいちゅう

成虫になります。 

●えさは、イトミミズやボウフラ 

 えさは、
ようちゅう

幼虫なら、イトミミズ、ボウフラ 

などで、
おお

大きくなったら、アカムシ、
はね

羽をむ 

しったハエ、オタマジャクシ、メダカなどを 

あたえます。
たいえき

体液だけ
す

吸うので、
た

食べかすは 

ピンセットなどで
と

取り
だ

出します。
なつ

夏はすずし 

い
ところ

所に
すい

水そうを
お

置き、
みず

水はよごれたら
と

取りか 

えます。
みず

水は
すいどうすい

水道水に
ちゅうわざい

中和剤を
い

入れるか、く 

み
お

置きして
つか

使います。（監修・中山 周平）
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ミズカマキリは、どうやって
か

飼えばいいの


